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銚始呂的

○柿原集落で「西暦2000年を祝う会」が行われ
イルミネーションされた高森神社周辺

●完成したチロルの里水処理センター（佐川）
●こどもの国保育園で乳児保育開始

こ
の
一
年
の
主
な
出
来
事

1月
多帥据琴

○西暦2000年問題。町民生活

に大きな支障なし。

○成人式が、42名の新成人が出

席し山村開発センターで開かれた。

（新成人町内59名）

○柿原の高森神社周辺で、年末か

ら元旦にかけ「西暦2000年

を祝う会」が開かれ、集落総出

で祝う。

○韓国国際交流訪問団が、今後の

国際交流を前提に、釜山市海雲

大区の盤和中学を訪問。

2月
砂地呼

○地ビール「ぶなの森から」の発

売を記念して、「地ビールのお

友達コンテスト」が、工バーラ

ンド奥大山で開催。

○西ノ島町との交流20周年。小

学生の交歓スキーが、鏡ケ成国

民休暇村で開かれる。

3月
切払頗瘍

〇第10回全国スキーマラソン大

会が、鏡ケ成国民休暇村周辺で

開催され、300人が参加。

4月
頗

○こどもの国保育園で、乳児（六

カ月～1歳）保育始まる。

○介護保険制度スタート。

○毛無山山開き、300人が登山

を楽しむ。

翌
○総合健康福祉センターが、江尾

駅横にオープン。

○佐川に、下水処理施設のチロル

の里水処理センターが完成。

○明倫小学校で、26年ぶりにタ

イムカプセル開封。

◎
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6月
勿此

、、一一一　　　一一一ノ

○衆議院総選挙。

○各地区で町民運動会開催。

○国際交流協会設立総会開催。

7月
舛

○江府町消防団第一分団、県西部

操法大会優勝。県大会5位。

○韓国盤如中学校校長ら、本町訪問。

○隠岐西ノ島町で、小学生交歓臨

海学校開催。

〇第52回山陰少年テニス大会、

江府町運動公園テニスコートで

開催。

8月
頻

○江尾十七夜、雨模様の中、1万

4千人の人出でにぎわう。

○常田郵政政務次官を迎え、携帯

電話の難聴解消などを要望。．

9月
坤

○鏡ケ成フェスタ2000開催。

奥大山を観光PR。

10月
払

○国税調査実施。

○鳥取県西部地震発生。

○鳥取県西部地震災害緊急対策補

助金創設。

○江府中ブラスバンド部、日本管

楽合奏コンテストに出場し、見

事優秀賞獲得。

11月
‰

○日野病院新築移転し、オープン。

○地震災害相談窓口を、総合健康

福祉センターに開設。

○住宅の被災者に災害見舞金交付。

㊤

●
衆
議
院
総
選
挙

投
票
率
（
8
6
％
　
県
下
第
一
位
）

毒辛も・仕

●
江
府
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
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4

雪
道
で
は
、
道
路
と
水
路
の
区

別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
路
上
の
障
害
物
な
ど

も
見
つ
け
に
く
く
な
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
震
災
の
た
め
道

路
事
情
が
悪
く
な
っ
て
お
り
、
十

分
な
除
雪
が
で
き
な
い
所
が
あ
り

ま
す
。歩

行
者
も
運
転
者
も
十
分
に
気

を
つ
け
て
交
通
安
全
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

故安江久夫さん（洲河崎）

厚生大臣表彰受賞

′一軒彗

先日、逝去された、故安江久

夫さんが、社会福祉事業功労者

厚生大臣表彰を受賞されました。

昭和52年から亡くなられるま

での24年間、民生児童委員と

して町民の福祉向上に努められ

た功績が認められ受賞となりま

した。

町
内
の
道
路
除
雪
は
、
平
成
十

二
年
度
除
雪
計
画
に
基
づ
き
、
バ

ス
路
線
、
主
要
交
通
路
を
優
先
し

て
除
雪
を
行
い
、
交
通
の
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
生
活
道
路
　
（
町
道
）
　
に

つ
い
て
も
順
次
除
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
。
除
雪
作
業
は
、
早
朝
・
深

夜
を
問
わ
ず
、
細
心
の
注
意
を
は

ら
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1
路
上
駐
車
の
禁
止
に
つ
い
て

路
上
、
待
避
所
、
バ
ス
廻
し
場

に
駐
車
さ
れ
る
人
が
あ
り
、
除
雪

作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

2
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
つ
い
て
・

屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
し
て
、
そ

の
ま
ま
道
路
上
に
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
お

ろ
し
た
雪
は
必
ず
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

3
歩
道
除
雪
の
協
力
に
つ
い
て

歩
道
・
通
学
路
の
除
雪
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
地
元
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
除
雪
作
業
中
の

通
行
規
制
に
つ
い
て

除
雪
作
業
は
、
通
勤
・
通
学
時

を
な
る
べ
く
さ
け
て
実
施
し
ま
す
が
、

や
む
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

5
道
路
除
雪
後
の
協
力
に
つ
い
て

除
雪
し
た
雪
で
水
路
な
ど
が
あ

ふ
れ
た
り
、
玄
関
な
ど
に
雪
が
達

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑳

※冬期間のごみ収集について

積雪時には、ごみ収集場付近に、

雪をよせたり、巌車する人があ

りますが、収集作業の妨げとな

りますのでやめてください。

頓肋耐圧知弼郷唱
燃えるゴミ　収集しない日

平成12年12月31日～平成13年1月3日

クリーンセンターくぬぎの森への持ち込みは

12月30日、11時30分までにお願いします。

詳しくは、分別収集表をご覧ください。
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結締組緑

⑳か
ね
て
か
ら
交
流
を
す
す
め
て
い
た
盤
如
中
学
校

と
江
府
中
学
校
の
姉
妹
校
縁
組
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
に
出
席
さ
れ
た
圃
山
江
府
中
学
校
長
か
ら
そ

の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑳

盤
如
中
学
校
と
の

姉
妹
校
縁
組
み
の
締
結
に
あ
た
っ
て

玉

○締結書を取り交わす　金校長（右）と圏山校長

江
府
中
学
校
長

盤
如
中
学
校
と
の
姉
妹
校
縁
組

み
締
結
の
式
典
は
、
十
一
月
八
日

に
釜
山
の
市
街
を
見
下
ろ
す
盤
如

中
学
校
の
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
テ
ス
ト
中
の
三
年
生
を

除
い
て
、
一
・
二
年
生
約
八
〇
〇

名
と
教
職
員
・
P
T
A
の
代
表
が

参
列
し
、
両
校
の
校
長
の
ス
ピ
ー

チ
と
署
名
の
後
、
盤
如
中
学
校
の

校
歌
斉
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
締
結
に
向
け
た
取
組
み
は
、

昨
年
秋
に
江
府
町
・
江
府
町
教
育

委
員
会
よ
り
盤
如
中
学
校
と
の
交

流
の
話
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
一
回
ず

つ
の
相
互
訪
問
を
と
お
し
て
協
議

し
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
盤
如
中
学
校
の
実

態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

江
府
中
学
校
P
T
A
の
二
人
の
副

会
長
さ
ん
に
も
同
行
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
盤
如
中
学
校
の
P
T

A
の
役
員
の
方
々
と
の
懇
談
会
で

は
、
同
じ
年
代
の
子
を
も
つ
親
と

し
て
、
国
を
越
え
た
熱
心
な
話
し

合
い
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

私
は
、
二
十
一
世
紀
を
生
き
る

中
学
生
の
活
躍
を
期
待
し
て
、
こ

囲

　

　

山

　

　

湧

　

一

れ
か
ら
の
交
流
に
あ
た
っ
て
、
二

つ
の
願
い
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
点
目
は
、
次
の
時
代
を

背
負
っ
て
立
つ
両
校
の
生
徒
が
、

お
互
い
に
韓
国
と
日
本
の
生
活
習

慣
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め

あ
い
な
が
ら
、
友
情
を
温
め
、
両

国
の
親
善
が
一
層
深
ま
る
こ
と
、

さ
ら
に
発
展
し
て
、
世
界
の
人
々

と
仲
良
く
協
力
し
合
っ
て

生
き
て
い
く
力
が
育
つ
こ

と
。二

点
日
は
、
一
般
的
に
、

日
本
人
が
不
得
意
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
、
外
国
の
人

た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
自
分
の
考

え
を
は
っ
き
り
と
相
手
に

伝
え
る
た
め
の
自
己
表
現

力
な
ど
が
育
つ
こ
と
。

意
義
深
い
交
流
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

国
際
化
が
急
速
に
進
み
、

国
を
越
え
て
人
や
物
が
動

い
て
お
り
ま
す
。
「
日
本

の
常
識
は
世
界
の
非
常

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

こ
の
度
の
締
結
に
あ
た
っ
て
、

両
校
の
生
徒
や
教
職
員
等
の
人
的

交
流
や
各
種
の
交
流
を
約
束
し
ま

し
た
。
今
後
、
両
校
・
両
国
の
文

化
交
流
と
相
互
理
解
が
深
ま
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
府
町
・
江
府
町
教
育
委
員

会
・
江
府
町
国
際
交
流
協
会
は
も

と
よ
り
、
江
府
町
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

識
」
　
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
正
し
い
国
際
感
覚
を

●
盤
和
中
学
校
生
徒
を
前
に
、
交
流
へ
の

抱
負
を
述
べ
る
園
山
校
長

◎
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明道児童館　75－2624

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラフアーム　75－3377

工パーランド奥大山　77－2727

qATON LNF＝OFtMATJON一一一一lNFORMATlON

「災害に関する税金の

取扱説明会」

この度の「鳥取県西部地震」にお

きまして、被害を受けられた方には

心よりお見舞い申し上げます。

災害により住宅や家財などに損害

を受けたときは、所得税の軽減や免

除を受けることができます。

江府町では、「災害に関する税金

の取扱説明会」を次のとおり行いま

すめで、お気軽にご参カロください。

■日時　平年旧年1月17日（水）

10時～ほ時・1時半～3時半

■場所　江府町老人福祉センター

江府町久連7－1

℡75－3746

■講師　米子税務署

（問い合わせ米子税務署℡32－

4121・役場町民課℡75－2211）

鳥取県皐低賃金が

改正されました

10月1日から鳥取県で適用され

る最低賃金の額が次のようになりま

した。

日額4，831円、時間額605円

最低賃金はすべての労働者（パー

トタイム、アルバイトを含む）に適

用されます。時間額は時間給制の労

働者に、日額は時間給制以外の労働

者に適用されます。使用者は最低賃

金より低い賃金で雇用することはで

きません。

●問合せ先

鳥取県労働局労働基準部賃金室

（℡0857－23－2191）

又は最寄りの労働基準監督署

○

総合健康福祉センター

福祉保健課　75－6111

江尾診療所　75－2055

lNF：OFtNIATlON一　一一lNF：OFtMATlON一　一一一lNF：OFtMATlON

中
村
　
庸

ぎ
ょ
う
せ
い

シ
ン
レ
キ
工
業

協
栄
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

ニ
ュ
ー
え
び
す
大
観

日
本
生
命

ち
り
と
り

タ
オ
ル

道
路
補
修
材

タ
オ
ル

食
品

タ
オ
ル

1NFORMATl0N

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

鳥
取
県
西
部
地
震

見
舞
金
及
び
品
物

桑
本
賢
一
設
計
事
務
所
　
一
〇
万
円

い
ず
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円

神
戸
市
魚
崎
西
町
四
丁
目
自
治
会

一
四
〇
、
五
〇
〇
円

三
協
商
会
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

ア
サ
ヒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
役
員
一
同

二
〇
万
円

町営住宅入居者募集

■場　　　　所　江府町大字佐川字阿弥陀免852－1

■戸　　　　数1戸
■家　　　　賃　40，000円（敷金家賃の3カ月分）

『申し込み資格

1申し込み期限

』入居予定日

■問い合わせ先

■間　取　り

○町内に住所を有する方、または、入居と共に

江府町民となる方

．0現に同居し、同居しようとする親族がある方

○収入基準に該当する方

○現在住宅に困っている方

○町税を滞納していない方

（上記すべてに該当する方）

平成12年12月15日（金）まで

平成12年12月22日予定

役場　総務課　℡75－2211
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役場への電話は…

『市外局番0859■

ファックス　75－2389

総　務　課　75－2211
同和対策室　75－2211

1NFOFIMATlON一一一一1NFORMATlON

㊨

企画政策室　75－2211

町　民　課

出　納　室

産業振興課

農林土木課

建設環境課

INFORMATION

75－3223

75－2211

75－3222

75－3305

75－3306

－1NF＝ORMATION

年末・年始の閉庁・休館についてのお知らせ

地震による道路の通行規制
平成12年12月1日現在

道　　 路　　 名 規制の種類 規　 制　 理　 由

県 道 岸 本 江 府 線

全面通行止め

大満坂付近土砂崩れなど

町道江尾杉谷美用原綬 道路上土砂崩れ数箇所

町　 道　 湖　 岸　 線 道路上土砂崩れ数箇所

町　 道　 西　 門　 坂　 根 車輌通行止め 乗祥寺付近石垣崩れ

役場に御用の方は

旧給食センター駐車場

を利用ください。

役場庁舎前駐車場が、路盤沈

下のため使用できません。

ご迷惑をおかけしますが、

ご協力をお願いします。

旧給食センター駐車場

議会事務局

農業委員会

教育委員会

公　民　館

総合体育館

図　書　館

INFORMATlON

75－3307

75－2211

75－2223

75－3211

75－3229

77－2000

1NFORMATlON INFORtl

秦耶nOLU
第小号姑汗発売中！

役場総務課で取扱っています。

定価　一部300円（税込）

自衛隊からのお知らせ

自衛隊　一般幹部侯補生

・技術幹部候補生募集
自衛隊では、将来の安全保障を担

う幹部として若い貴方達の力を募集

しています。

資　格：大卒程度の学力を有する男女

年　　齢：22歳以上26歳未満の方

受付期間：平成13年4月から5月中旬

試験日：平成13年5月下旬

場　所：試験会場は未定

■問い合わせ先

役場総務課（℡75－2211）または、

自衛隊米子募集事務所（℡33－

2440）まで。
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置
屋
石
膏
船
；

診
②

◎

第
2
回
日
の
今
回
は
、
ポ
ー
ル

先
生
の
年
末
年
始
、
そ
し
て
日
本

で
体
験
し
た
地
震
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

－
－
－
地
震
に
あ
っ
た
感
想
は
。

江
尾
の
家
で
地
震
に
あ
い
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
体
で
感

じ
る
よ
う
な
地
震
は
な
く
、
生
ま

れ
て
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。
そ

の
日
は
、
偶
然
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
母
と
祖
母
が
来
日
し
て
い
て
、

ガ
タ
ガ
タ
と
し
た
揺
れ
に
一
瞬
何

が
起
こ
っ
た
か
わ
か
ら
ず
、
と
て

も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

地
震
直
後
は
、
そ
ん
な
に
は
あ

わ
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
人
で

上
の
段
広
場
に
避
難
し
ま
し
た
。

恐
が
っ
て
す
ぐ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
帰
り
た
が
る
か
な
と
思
い
ま
し

た
が
、
ケ
ロ
ッ
と
し
て
、
日
程
ど

お
り
日
本
に
滞
在
し
て
帰
り
ま
し
た
。

ー
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
過
ご
し
方
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
多
く
の
人
に

と
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
は
ビ
ッ
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
最
も
大
事
な
日

で
す
。第

二
次
世
界
大
戦
中
で
も
、
交

戦
国
が
休
戦
し
た
ぐ
ら
い
聖
な
る

日
な
の
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
、

祭
日
で
学
校
や
会
社
は
休
み
に
な

り
ま
す
。
宗
教
的
な
色
彩
が
強
く
、

年
配
の
人
は
必
ず
教
会
に
お
祈
り

に
行
き
ま
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
イ
ブ
は
、

友
人
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
ク
リ
ス
マ

ス
当
日
は
、
家
族
と
家
で
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
室
内
を
も
み
の
木

で
飾
り
、
七
面
鳥
と
ロ
ー
ス
ト
し

た
野
菜
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
い
ま
す
。

子
供
に
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か

ら
と
書
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

を
添
え
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、
も
み

の
木
の
下
に
置
か
れ
ま
す
。
大
人

同
士
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族
み
ん

な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。

私
も
子
供
の
頃
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス

は
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
家
族

ウ
ン
で
、
に
ぎ
や
か
に
迎
え
ま
す
。

で
も
簡
単
な
お
祭
り
と
い
っ
た
感

じ
で
、
日
本
の
よ
う
な
あ
ら
た
ま

っ
た
厳
粛
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

元
旦
だ
け
、
お
節
料
理
と
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
乾
杯
を
し
て
、

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
ヨ
ー
ク
シ
ャ

ー
プ
リ
ン
を
食
べ
て
祝
い
ま
す
。

と
過
ご
す
こ
と
が
一
番
大
事

と
い
う
風
潮
が
強
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
近
は
一
部
商
業

的
に
な
っ
て
少
々
残
念
で
す
。

昨
年
は
、
こ
ち
ら
で
ク
リ

ス
マ
ス
を
過
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
帰
っ
て
家
族
と
過
す

つ
も
り
で
す
。

ー
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
正

月
は
。一

月
一
日
を
カ
ウ
ン
ト
ダ

⑳

○
日
本
を
訪
問
し
た
時
の
母
（
左
）
と
祖
母
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■■り甜圭∃∃＝ヰ、．
◎
入
園
対
象
児

家
庭
で
保
育
に
欠
け
る
就
学
ま
で
の
児
童

◎
募
集
定
員

一
五
〇
名

◎
開
所
時
間

七
時
四
十
分
か
ら
十
八
時
ま
で

土
曜
日
は
十
三
時
ま
で

◎
通
常
保
育
時
間

八
時
か
ら
十
」
八
時
ま
で

土
曜
日
は
十
二
時
ま
で

◎
保
育
料

保
護
者
の
平
成
十
二
年
中
の
所
得
、
税
額
等
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

◎
そ
の
他

障
害
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広
域
入
所
児
童
の
受
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

同
一
世
帯
内
の
児
童
同
時
入
園
の
場
合
や
多
子
世
帯
の

児
童
の
入
所
に
対
し
て
国
の
軽
減
の
ほ
か
に
も
保
育
料

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

保
育
内
容
な
ど
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
遠

慮
な
く
保
育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑳
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「
第
四
十
」
由
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て
」

体
育
指
導
員
　
　
山

根
　
　
陽
　
　
子

去
る
十
一
月
一
日
～
二
日
、
私

た
ち
江
府
町
体
育
指
導
委
員
八
名

は
、
高
知
市
に
て
開
催
さ
れ
た

「
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議

会
」
　
に
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
規
模
の
大
会
に
参
加
す
る

こ
と
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ま
ず
、
会
場
内
に
集
合
し
た

全
国
各
地
の
指
導
委
員
の
数
の
多

き
と
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

庄
倒
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
に
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
」
を
も
と
に
、
体

育
指
導
委
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
文
部
省
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
に
根
差
し
た
総
合

的
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
、

住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
や
種
目

に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
聞
き
、
こ
の

こ
と
は
、
結
果
と
し
て
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
人
口
が
増
え
、
競
技
ス
ポ

ー
ツ
の
技
術
向
上
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
で
は
、
「
柔

道
に
か
け
る
青
春
」
と
題
し
て
、

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
田
村
売
子
選
手
が
、
金

メ
ダ
ル
獲
得
ま
で
の
悩
み
や
ケ
ガ

と
の
闘
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
自

分
が
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
を
話

さ
れ
た
の
で
、
す
べ
て
に
お
い
て

迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
　
「
最

高
で
も
金
、
最
低
で
も
金
」
　
と
い

う
言
葉
で
自
ら
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
課
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
こ
と
や
、

「
誰
も
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
書
び
を
感
じ

る
」
と
い
う
、
常
に
前
向
き
な
生

き
方
に
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
全
国
各
地
で
体
育
指
導

委
員
が
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

熱
意
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ

と
を
肌
で
感
じ
、
ま
た
、
私
た
ち

体
育
指
導
委
員
に
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

⑳

大
会
結
果

第
三
十
九
回
江
府
町
卓
球
大
会

＊
地
域
の
部
　
十
一
月
十
二
日
（
日
）

（
団
体
）

女
子
ベ
テ
ラ
ン

優
勝

準
優
勝

◎

関
内
　
菅
子

藤
田
　
百
合
子

男
子
　
優
勝

準
優
勝

三
位

女
子
　
優
勝

（
個
人
）

一
般
男
子優

勝
準
優
勝

三
位

本
町
一
丁
目

小
江
尾
C

小
江
尾
A

荒
田

本
町
二
丁
目

清土下森
水居原

和順佑幸
也一太広

郎

＊
職
域
の
部

男
子
の
部

優
勝

準
優
勝

三
位

女
子
の
部

優
勝

準
優
勝

十
一
月
十
六
日
（
木
）

江
府
消
防
A

江
府
消
防
B

J
A
江
府
町
支
所

教
育
委
員
会

商
工
会

J
A
江
府
町
支
所

般
女

三準優子
位優勝

勝

徳林加小
岡　　藤倉

睦美梓郁
美香　　子

女子

セ
ミ
シ
ニ
ア

優
勝

準
優
勝

シ
ニ
ア

優
勝

準
優
勝

三
位

長川
尾上

章勝
史浩

前藤森
田原田

寿薫稔
信

W
男
子
ベ
テ
ラ
ン

■
　
　
優
勝

篠　　徳
田　　岡

妙　　敬
子　一　介

職域の部団体優勝
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貴
賓
室
の
怪
人
　
　
　
内
田
　
康
夫

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
．
仕
掛
け
ら

れ
た
罠
。
絶
対
不
可
能
な
状
況
の
な

か
で
、
犯
人
は
な
ぜ
、
凶
行
に
及
ん

だ
の
か
。
巨
大
な
密
室
へ
と
変
貌
し

た
豪
華
客
船
の
謎
に
浅
見
光
彦
が
挑
む
。

四
季
・
亜
紀
子
　
　
　
五
木
　
寛
之

奈
津
子
、
波
留
子
、
布
由
子
、
亜

紀
子
の
四
姉
妹
が
織
り
な
す
愛
の
冒

険
小
説
。
時
代
を
超
え
て
読
み
つ
が

れ
た
情
熱
の
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
ロ
マ
ン
、

つ
い
に
完
結
。

阿川佐和子
・三・し1ヤイ

至言薪等、l
T三：二・、

⑳

1
3
歳
の
黙
示
録
　
　
宗
田
　
理

人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
。
も
し

人
を
殺
し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
ら
、

そ
の
前
に
ぜ
ひ
こ
の
本
を
読
ん
で
ほ

し
い
。
学
級
崩
壊
と
現
代
の
“
罪
と

罰
”
を
考
え
る
問
題
小
説
。

「

1

．

あ
あ
言
え
ば
こ
う
妹
行
く阿

川
佐
和
子

檀
　
　
ふ
み

他
人
の
不
幸
ほ
ど
愉
し
く
て
、
愛

し
い
も
の
が
こ
の
世
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
す
ま
す
冴
え
わ
た
る
、
舌
好
調
の

第
二
弾
！
女
同
士
の
こ
の
辛
辣
な
や

り
と
り
に
一
度
染
ま
っ
た
ら
、
も
う
、

止
ま
ら
な
い
、
や
め
ら
れ
な
い
。
抱

腹
絶
倒
！
ス
ト
レ
ス
解
消
万
能
薬
！
。

S
U
M
M
E
R
 
S
N
O
W小

松
江
里
子

海
の
底
に
降
る
雪
、
マ
リ
ン
ス
ノ

ー
の
よ
う
に
、
ピ
ュ
ア
な
恋
、
友
情
、

そ
し
て
家
族
の
絆
。
命
を
燃
や
し
精

一
杯
生
き
る
恋
人
た
ち
に
降
り
そ
そ
ぐ
、

愛
の
奇
跡
の
物
語
。

睡
蓮
の
長
い
ま
ど
ろ
み

宮
本
　
　
輝

自
殺
し
た
は
ず
の
女
か
ら
届
く
謎

の
手
紙
。
謎
は
互
い
に
絡
み
合
い
、

思
い
が
け
な
い
展
開
を
と
げ
る
。
宿

命
と
は
、
不
幸
を
幸
福
に
転
じ
る
と

は
何
か
を
問
う
長
編
小
説
。

丁‾ハ凧l・▲・小・rJ・㌧タ・1

13歳の黙示録
宗田理

生
き
て
ま
す
、
1
5
歳

井
上
美
由
紀

娘
の
顔
を
み
ず
に
逝
っ
て
し
ま
っ

た
父
。
母
の
必
死
の
祈
り
で
生
き
ぬ

い
て
き
た
娘
。
激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ

う
親
子
の
涙
と
笑
い
の
1
5
年
。
親
子
が

真
剣
に
向
き
あ
う
と
き
、
ゆ
る
し
あ
い
、

う
け
と
め
あ
い
、
生
き
ぬ
く
力
が
注

が
れ
る
。

生
き
て
ま
す
、

銅
研
班
鮎
1
れ
た
推
し
美
山
紀

体
は
全
部
知
っ
て
い
る

吉
本
ば
な
な

神
様
は
も
し
か
し
て
、
人
間
を
愛

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
常

に
慣
れ
る
こ
と
で
忘
れ
て
い
た
、
さ

さ
や
か
だ
け
れ
ど
、
と
て
も
大
切
な

感
情
、
心
と
体
、
風
景
ま
で
も
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
癒
さ
れ
る
短
編
集
。

君
な
ら
で
き
る
　
　
　
小
出
　
義
雄

「
お
ま
え
は
一
番
に
な
れ
る
。
絶

対
に
世
界
一
に
な
れ
る
」
　
と
毎
日
の

よ
う
に
い
い
っ
づ
け
た
。
彼
女
の
姿

に
何
か
光
る
も
の
が
見
え
た
の
だ
。

平
凡
な
記
録
の
少
女
だ
っ
た
高
橋
尚

子
を
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
変
え
た
小

出
マ
ジ
ッ
ク
の
秘
密
と
は
。

0

睡
蓮
の

長
い
ま
で
ろ
み

絹
で
施
し
再
ノ
鳩
ト
．

肇
軒
昌
一

体は全部知っている．ユ木はなな
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蘭距旋盤皆思演

鳥取県西部地震により、延期しておりました文化祭

を11月23日（木）～11月26日（日）町民作品展、保育園児・

小中学校の児童・生徒の作品展示、町文化協会作品

展示、生花展など日輪閣・山村開発センターで開催。

また26日（日）には、午前は音楽祭・午後は芸能発

表会を開催しました。この発表会は、日頃町内で

活動されている団体・グループ・個人の方々の発

表の場を提供し、また生涯学習の一環として、広

く町民の方々に活動の成果を発表することにより、

⑳三誓言誓動に生かしていただくことを目的として

・、

セガガガ

午前中の音楽祭では、アルペンホルン・合唱・

サックス演奏・ピアノ演奏・江尾小学校総合音楽・

江府中学校吹奏部の演奏・Forucasによる演奏と

たくさんの方々の出演により、とてもすぼらしい

音楽を聞かせていただき、心和んだ一時でした。

午後からの芸能発表会では、あやめ会・うぐい

す会・房扇会・カラオケ・JA女性会と熟のこも

った発表会になりました。

この文化祭に参加・協力していただきました関

係機関・諸団体・個人の皆様、本当にありがとう

ございました。

Å祝船熱唱中

△尾上の四季を舞う姉妹

AJA女性部による田植唄踊り
◎
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町
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
大
会

文
化
講
演
会
『
福
祉
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
』

十
一
月
十
八
日
　
（
土
）
　
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
町
づ
く
り
推
進
生
涯
学
習
大

会
文
化
講
演
会
を
開
催
。
今
年
は
、
福

祉
社
会
を
テ
ー
マ
に
　
「
福
祉
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
」
と
題
し
て
八
代
英
太
氏
に
、

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

の
中
で
、
福
祉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

昔
の
隣
組
の
様
子
こ
そ
福
祉
の
原
点
、

心
の
ふ
れ
あ
い
が
新
し
い
時
代
の
福
祉

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
隣
の
家
に

心
を
貸
し
、

ま
た
借
り

る
と
い
う

こ
と
で
向

こ
う
三
家

両
隣
り
福

祉
で
町
ぐ

る
み
、
人

ぐ
る
み
が
福
祉
の
基
本
で
あ
る
。
そ
し

て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
介
護
は
人
と

ひ
と
の
眼
差
し
で
見
つ
め
合
う
、
手
を

取
り
合
う
、
ぬ
く
も
り
合
う
こ
と
で
こ

れ
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
、
そ
し
て
情

報
時
代
で
あ
る
の
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

結
び
、
町
に
合
っ
た
情
報
を
上
手
に
利

用
す
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

福
祉
は
財
源
が
か
か
る
と
い
わ
れ
る
が
、

人
の
心
の
財
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、

高
齢
者
・
障
害
者
等
々
に
皆
ん
な
が
、

財
源
を
出
し
合
っ
て
町
の
ス
ロ
ー
プ
等

の
か
わ
り
を
す
れ
ば
、
お
金
の
い
ら
な
い
、

共
助
の
福
祉
・
自
助
の
福
祉
で
あ
り
、

公
助
の
福
祉
で
あ
る
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
を
通
し
て
福
祉
と
は
、
な
ん

な
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

てヽ
」
「

L
Vつに

江府町文化祭’2000

フォトコンテスト入賞結果

町長賞

紅　葉　　　　　丸山　　寛

鳥取西部農業協同組合賞

秋空にそびえる　加藤寿名男

商工会長賞

野摘をする下蚊屋の童女

橋谷　俊二

観光協会長賞

横手道の紅葉　　相見　　稔

山陰中央新報江尾専売店賞

樹海の秋　　　　藤原　清寿

読売新聞社江尾専売店賞

初　冬　　　　　長岡　　利

（敬称略）参加12作品

第17回　国民文化祭・とつとり2002

とっとり

⑳

平
成
十
四
年
十
月
十
二
日
　
（
土
）
　
～
十
一
月

四
日
　
（
月
）
　
八
二
十
四
日
間
）
鳥
取
県
内
で
　
『
ふ

る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
・
夢
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ

に
第
十
七
回
国
民
文
化
祭
・
と
っ
と
り
2
0
0

2
が
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

鳥
取
県
で
開
催
す
る
国
民
文
化
祭
で
は
、
国

内
外
か
ら
参
加
し
た
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
　
「
ふ
る
さ
と
」
　
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
明
日
へ
の
夢
を
広
げ

る
祭
典
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
祭
典
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
全

国
各
地
で
新
し
い
文
化
が
創
造
さ
れ
、
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
十
月
二
十
六
日
　
（
土
）
　
～
十
一

月
四
日
　
（
月
）
　
に
町
の
特
色
を
生
か
し
た
　
「
水

と
音
楽
」
を
テ
ー
マ
に
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
予
定
で
す
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
協
議
中
で
す
が
、
町

民
の
方
々
か
ら
の
提
案
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た

ら
実
行
委
員
会
事
務
局
　
（
江
府
町
公
民
館
7
5

1
3
2
1
1
）
　
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

封
ノ

十
一
月
十
六
日
　
（
木
）
　
明
徳

学
園
を
開
催
、
午
前
中
の
一
般

教
養
で
は
、
講
師
に
鳥
取
県
西

部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、

レ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
加

河
浦
枝
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
健
康
体
操
と
だ
れ
に
で
も
で

き
る
楽
し
い
ダ
ン
ス
」
　
と
題
し

て
、
指
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
歌
に
合
わ
せ
て
楽
し
く

ダ
ン
ス
で
身
体
を
動
か
し
ま
し

た
。
一
時
間
三
十
分
の
運
動
で

し
た
が
、
楽
し
く
過
ご
さ
れ
た

よ
う
で
し
た
。

くマスコットキャラクター〉

鳥取 県の特 産品で ある 「二十世
紀梨 」をモデル として 、手 に文 化
祭を表す 「筆」と 「音符」を持ち、

頭 の髪 と梨 の枝 で、鳥取の 頭 文
字 「と」を表現します。

◎
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＼息

日野病院耳鼻咽喉科

浜崎理恵医師

難
聴
の
種
類

難
聴
に
は
大
き
く
分
け
て
伝
音
難
聴
と

感
音
難
聴
が
あ
り
、
こ
の
両
者
が
合
併
し

た
混
合
難
聴
も
あ
り
ま
す
。

伝
音
難
聴
と
は
外
界
か
ら
の
音
を
捉
え

て
増
幅
す
る
装
置
の
障
害
で
、
外
耳
や
中

耳
の
病
気
で
起
こ
り
ま
す
。
鼓
膜
に
穴
が

開
い
て
い
る
慢
性
中
耳
炎
、
鼓
膜
が
凹
ん

だ
り
中
耳
に
水
が
た
ま
っ
た
り
す
る
溶
出

性
中
耳
炎
な
ど
が
伝
音
難
聴
を
起
こ
す
代

表
的
な
病
気
で
す
。
耳
垢
が
詰
ま
っ
て
い

て
聞
こ
え
に
く
い
の
も
、
こ
の
伝
音
難
聴

で
す
。

『
　
　
　
　
　
　
　
■

感
音
難
聴
は
耳
に
入
っ
て
き
た
音
を
感

じ
る
装
置
の
障
害
で
、
内
耳
性
難
聴
と
後

迷
路
性
難
聴
に
大
別
で
き
ま
す
。
内
耳
性

難
聴
は
内
耳
の
感
覚
細
胞
の
障
害
で
起
こ
り
、

急
激
に
発
症
す
る
も
の
と
、
比
較
的
ゆ
っ

く
り
進
行
す
る
も
の
が
み
ら
れ
ま
す
。

前
者
は
突
発
性
難
聴
や
メ
ニ
エ
ー
ル
病

あ
る
い
は
大
き
な
音
や
頭
部
へ
の
衝
撃
に

よ
っ
て
生
じ
ま
す
。
後
者
は
加
齢
に
伴
う

聴
力
低
下
や
持
続
的
な
顧
音
で
難
聴
と
な

り
ま
す
。

後
迷
路
性
難
聴
は
、
さ
ら
に
中
枢
の
蛸

牛
神
経
や
脳
の
障
害
で
起
こ
る
も
の
で
す
。

伝
音
難
聴
は
そ
れ
だ
け
で
高
度
の
聴
力
低

下
を
起
こ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感

音
難
聴
は
軽
度
の
も
の
か
ら
聾
に
至
る
も

の
ま
で
様
々
で
す
。
日
常
会
話
に
不
自
由

が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が

感
音
難
聴
か
混
合
難
聴
で
す
。
伝
音
難
聴

で
は
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
気
に
対
し
て

適
切
な
治
療
が
行
わ
れ
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、

聴
力
は
改
善
し
ま
す
。

内
耳
性
難
聴
の
う
ち
、
急
激
に
発
症
し

た
も
の
に
対
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
期

⑳

に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
は
発
症
し
て
間
も
な
い
場
合
に
は

治
癒
す
る
見
込
み
も
あ
り
ま
す
が
、
時
間

が
経
ち
す
ぎ
て
し
ま
う
と
聴
力
が
低
下
し

た
ま
ま
回
復
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。

■
　
　
　
　
　
　
　
■

一
方
、
加
齢
や
騒
音
に
伴
う
難
聴
に
対

し
て
は
残
念
な
が
ら
有
効
な
治
療
法
が
あ

り
ま
せ
ん
。
普
段
の
生
活
に
支
障
が
あ
れ

ば
補
聴
器
を
装
用
す
る
の
も
良
い
方
法
で

す
が
、
補
聴
器
を
有
効
に
活
用
す
る
に
は
、

き
め
細
か
な
調
整
と
使
用
者
の
　
「
慣
れ
」

が
必
要
で
す
。
決
し
て
安
い
器
械
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
購
入
の
前
に
耳
鼻
咽
喉
科

を
受
診
し
た
上
で
、
自
分
の
聴
力
に
見
合

っ
た
も
の
を
お
求
め
に
な
っ
た
ほ
う
が
良

い
で
し
ょ
う
。

後
迷
路
性
難
聴
の
場
合
は
聴
力
の
改
善

よ
り
も
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
気
の
治
療

に
重
点
を
置
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
治
療
前
よ
り
聴
力
が
悪
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
口
に
難
聴
と
い
っ
て
も
こ
の
よ
う
に

様
々
な
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
処

法
が
異
な
り
ま
す
。
聞
こ
え
に
不
安
を
感

じ
た
ら
、
ま
ず
医
師
の
診
察
と
助
言
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

⑳

求人 事業所 名 所　 在　 地 職 ・　　 種 年　 齢 賃　　　 金 就 業時 間

有 限会 社　 5工　 川　 組 江尾4 7－9 土木 一般 18～5 5 168，0 00～3 50，0 00 8：0 0～16：45

5工尾貨物自動車有限会 社 佐川 10 0 2－ 1 移動式クレーン運転手 18～5 0 153，0 00～2 00，0 00 8：0 0～17：00

有 限 会社　 住　 田　 組 佐川8 8 2 技術管理者 2 0～ 54 198，0 00～3 50，0 00 8：15～17：00

有 限 会社　 住　 田　 組 佐川8 8 2 重機運転手 20～ 54 198，0 00～3 50，0 00 8 15～17 00

お　 か　 も　 と　　 旅　 館 江尾2 0 5 1 調理補助 30～ 60 125，0 00 9
10

0 0～18
00～19

0 0
0 0

有 限 会 社 南 大 山 建 材 佐川 15 9－12 重機運転手 2 5～ 50 2 16，00 0～2 64，0 00 8 ：0 0～ 17：00

◎
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人の動き
11月届

（敬称略）

◎お誕生おめでとう
（住所）　（氏名）　（性別）（保護者）

武　庫　奥田　彩采　女　恭祐

◎ご結婚を祝します

票7雷雲這）

詣奈琵讐）

米子市
美用から

佐川
日吉津村から

票等霊妄）是罠町から

◎ごめい福を祈ります

（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）

池の内　小田知恵子　94歳　隆

杉　谷　片山　正雄　71歳　勇

久　連　生田　　緑　86歳　政美

髄⑭荘∃恕

12月16日（土）～25日（月）

「交通安全あなたも参加私も実践」

「飲酒運転四（し）ない運動」
①　酒を飲んだら運転しない

②　運転するなら酒を飲まない

③　運転する人に酒をすすめない

④　飲酒運転を許さない

㊤

・・・じゃがいもの豚肉巻舌・・・
レモン汁の酸味とこんがりついた‘‘こげ目”で薄味でも

おいしくいただけるお料理です。

◆材　料（4人分）　　　　◆作り方

じゃがいも　　　400g

塩　　　　　　少々

豚　肉（薄切り）3209

油　　　　　　大さじ1

大根おろし　　　200g

しょうゆ　　　　大さじ11／3

あさつき　　　　809

レモン汁　　　　少々

（一味とうがらし　少々）

エネルギー　……245kcal

蛋白質　…………18．99

塩　分　…………1．1g

食物繊維　………1．7g

q党春一〇メモ

①じゃがいもは1cm角の拍子切り

にし、固めに塩ゆでをして、水

気を充分にきる。

②豚肉を広げて①のじゃがいもを

巻く。

③フライパンに油を熟し、②を焦

げ目がつくくらい、ころがしな⑳
がら焼きつける。

④大根おろしにしょうゆを混ぜ、

小口切りのあさつき、レモン、

好みで一味とうがらしを添える。

担当：食生活改善推進協議会（久連）

ロ⑳
「食塩」でなく「ナトリウム」に注目。食品のパッケージに

付いている栄養成分表示を見たことがありますか？

胚琵‖辺ヨ
という項目があります。この最後のナトリウムが塩分のめや

すになります。参考にしてみてください。

塩分量の出し方　食塩（g）＝ナトリウム（g）×2．54

き
ず
、
新
庁
舎
建
設
が
決
ま
り
ま

し
た
。
日
南
町
役
場
も
、
仮
庁
舎

へ
移
転
。
そ
し
て
新
庁
舎
を
建
設

予
定
だ
そ
う
で
す
。
本
町
の
庁
舎

も
い
た
る
と
こ
ろ
壁
に
亀
裂
が
で

き
、
要
注
意
建
物
の
マ
ー
ク
が
デ

ン
と
貼
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
と
同

時
期
に
建
設
さ
れ
た
庁
舎
が
次
々

と
姿
を
消
す
中
、
建
設
か
ら
四
十

年
。
傷
つ
き
な
が
ら
も
じ
っ
と
耐

え
て
い
る
庁
舎
に
は
頭
が
下
が
る

思
い
で
す
▼
も
う
す
ぐ
二
十
一
世

紀
。
庁
舎
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
町
も
人
も
社
会
も
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
町
報
は
、
ど
の
よ
う
に
変
え

て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
く
も
、
建
設

的
な
ご
意
見
を
多
数
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
よ
い
お
年
を
。

も
う
師
走
。
一
年
を
振
り
返
る

よ
う
な
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

「
町
民
が
選
ぶ
、
本
町
で
起
き
た

一
番
大
き
な
出
来
事
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
す
れ
ば
、
文
句
な
く
鳥
取

県
西
部
地
震
で
決
ま
り
で
し
ょ
う
。

今
年
ど
こ
ろ
か
、
今
世
紀
中
で
も

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
こ
と
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
▼
地
震
後
、
溝
口

町
で
は
、
役
場
が
被
災
し
傲
用
で
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この時期、遇1回は飲んで歌って
パァーといってい手す。

（株）日産サティオ鳥取勤務

神　庭　　　学さん（大河原・22歳）

●仕事について教えてください　　。

子供の頃から車好きだったので、大人になったらぜひ車関

係の仕事に就きたいと思っていました。

今は主に中古車の販売をしていますが、一応販売ノルマ

があり、どうにかこなしています。周期があって、売れ出した

らトントン拍子に売れるけど、売れなくなったら全然売れま

せん。

●趣味は何ですか　　。

野球やサッカーなどスポーツです。

夜、仕事の帰りに、週一回は、何かスポーツをして汗を流し、

その都度、居酒屋に立ち寄ってエネルギー補給をしています。

●これから挑戦してみたいことは　　。

サーキット場で思いっきり車の運転すること。しっとりとア

コーステイクギターを弾くこと。

●理想のタイプの女性は　　。

髪型がショートカ、ソト身長160㌢でボーイ、ソシュ。太陽の

ように明るい、お酒が少し飲める人。

＼ふ7．　日

元気で－す！ヤングとウイウイクラブインタビュ
ーのコーナーに出ていただける方やグループを大募
集しています。自薦・他薦を問いません。

希望の方は、役場総務課まで連絡ください。

クラブインタビュー10

洒府町山霊杢殊究グループ
代表　山　本　フミ王さん（本二）

「野山にある自然の恵みを生かして、おいしい特産品

を見つけていこう」をキャッチフレーズに、料理好きの

主婦が集まり、昭和63年に発足しました。町内で取れる

ぜんまいやわらびなどの山菜・アユなどの川魚などを材

料に、みんながいろんなアイデアを出し合い、工夫して

調理しています。山菜の調理は、見かけ以上に手間と時
間が必要で、物によっては、3日間かかり、意外に奥が

深いです。

現在、会員は、田十代から七十代の主婦13人。主な活

動は、春と秋に試食会、町外に研修に出かけたり、ボラ

ンティアとして新春マラソン大会・奥大山そり大会・ウ

、　オークラリーでは、団子汁や豚汁を作っています。特に

研究の成果を披露する山菜会では、食べた人から懐かし

がられたり、また範新な味付けに興味をもっていただい
たりしています。

これからは、若い人へ、古里の味を伝えていきたいと

思っています。興味のある方、いっしょに勉強しませんか。

世帯数1，201世帯（－3）人口4．143人（±0）男1．964人（±0）女2．179人（±0）（）は前月比11月末
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